



Three Approaches to the Understanding of Human Well-Being
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(出所：Frey and Stutzer 2002,p.79)

































図 2 カーネマンの?効用概念?の分類と?客観的幸福（Objective Happiness)?


















































































































と注記している．（Nussbaum and Sen ed.1993,p.30）

















































８ Ruskin 1997［1862］,p.206ならびに?世界の名著 52：ラスキン，モリス?p.122 中央公論社（1979）．
９ 同上p.209ならびに?世界の名著 52：ラスキン，モリス?p.122 中央公論社（1979）．
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２.ドヤル＝ゴフの?人間ニード論（THN）?
そして，いま一つのアプローチが?人間ニード論（A Theory of Human Need:THN）?（以
後THN）である．ここではTHNの概要について紹介し，評価を試みる．





























(出所：Doyal and Gough 1991，p.171)






































はならない（Doyal and Gough 1991,p.162）．すなわち身体的健康と自律性という?基礎的ニー
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ズ?の充足は，?最適な水準の充足?という?最適性原理?が適用され，?中間的ニーズ?の充足


























































(出所：Doyal and Gough 1991，p.232)
図 5 物的生産のモデル


















































（出所：Doyal and Gough 1991，p.170)
図 6 ドヤル＝ゴフの THN（人間ニード論）の輪郭
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さらに表３にあるように，ドヤル＝ゴフはニーズ充足のための?社会的必要条件?すなわち?自
律性の社会的次元?についても，生産，分配，再生産，政治的権利と参加を示す指標の例を挙げ
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